
卒
業
後
は
、
誰
も
が
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
に
進
む
中
、
あ
え
て
「
一
職
工
」
と
し
て

現
場
で
働
く
こ
と
を
選
び
ま
し
た
。
芝
浦
製
作
所
で
二
年
間
職
工
と
し
て
働
き
、

休
日
は
弁
当
持
参
で
東
京
近
郊
の
工
場
見
学
に
廻
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
う
し
て
西

洋
の
技
術
に
依
存
し
た
日
本
の
姿
に
危
機
感
を
持
っ
た
義
介
は
ア
メ
リ
カ
へ
留

学
、
工
場
で
働
き
、
技
術
の
習
得
と
経
営
上
の
自
信
を
得
て
帰
国
し
ま
し
た
。 
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没
後
50
年 

一
代
で
財
閥
を
作
っ
た 

山
口
生
ま
れ
の
実
業
家 

鮎
川
義
介 

 

 

鮎
川
義
介
は
元
藩
士
の
長
男
と

し
て
、
明
治

13
年(1

8
8

0
)

山
口
市

大
内
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
士
族
の

プ
ラ
イ
ド
が
強
い
が
ゆ
え
に
家
族

に
貧
困
を
も
た
ら
す
父
の
姿
が
、

後
に
大
実
業
家
と
な
る
義
介
の
反

骨
精
神
を
培
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。 

そ
の
よ
う
な
中
、
ビ
リ
オ
ン
神
父
と
の
出
会
い
は
、
義
介
に
「
思
い
つ
い
た
こ
と

は
ど
こ
ま
で
も
や
り
と
お
す
精
神
」
を
育
み
ま
し
た
。
義
介
は
父
の
影
響
で
少
年
の

時
に
ミ
サ
に
通
い
、
様
々
な
教
え
や
英
語
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
父
は
神
父
と

仲
違
い
が
あ
り
、
教
会
を
脱
退
し
ま
す
が
、
義
介
は
交
友
を
続
け
ま
し
た
。 

も
う
一
人
、
義
介
が
後
に
「
人
生
の
大
恩
人
」
と
語
っ
た
の
が
、
明
治
の
経
済
界

に
君
臨
し
、
菜
香
亭
の
名
付
け
親
で
も
あ
る
井
上
馨
で
す
。
井
上
馨
は
、
義
介
の
母

の
伯
父
で
遠
縁
に
あ
た
り
ま
し
た
。
馨
は
鮎
川
家
の
貧
し
い
暮
ら
し
ぶ
り
を
知
り
、

義
介
を
精
神
的
・
経
済
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。 

日
清
戦
争
の
勝
利
で
湧
い
て
い
た
頃
な
の
で
、
日
本
の
若
者
は
政
治
家
や
軍
人
に

な
ろ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
義
介
も
そ
の
一
人
で
し
た
が
、
あ
る
日
井
上

馨
直
々
に
助
言
を
う
け
ま
し
た
。
「
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
必
要
だ
。

国
の
富
を
つ
く
る
実
業
家
に
な
れ
。
」
と
。
将
来
の
目
標
が
定
ま
っ
た
義
介
は
猛
烈

に
学
業
に
励
み
、
明
治

33
年
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
機
械
科
に
進
学
し
ま
し
た
。 

 

菜香亭界隈史跡めぐり④  一の坂川のホタル護岸             
  

 一の坂川は、第２４代当主の大内弘世が、一の坂川を京都の鴨川に見立てて街づくりを行ったと言われてい

ます。 

 そして、一の坂川の蛍は、弘世が京より迎えた姫君のために、宇治の蛍を取り寄せ、これが山口に土着した

と言い伝えられています。 

 昭和１０年（１９３５年）には「山口ゲンジボタル発生地」として、国の天然記念物に指定され、蛍が生育

する一の坂川の環境が周辺住民や山口市民に親しまれていました。 

 しかし、昭和４６年（１９７１年）８月の台風１９号により、蛍が生息していた後河原地域は河床や橋が流

されるなど甚大な被害を受けました。 

 一の坂川の河川管理者である山口県は、当初は「コンクリートとブロック護岸」による三面張りの改修を計

画していましたが、地域住民のゲンジボタル生息地を守るとの要望により、「本県初・全国初のホタル護岸工

法」で実施し、昭和４９年度に完成しました。 

 護岸部は、蛍が羽化する時這い上がり易いように萩市笠山の安山岩の石積みとし、流速を抑えるために川を

蛇行させ、木杭を設け、セリ、ヨモギ等低い草を植えて、日陰をつくり蛍の生育環境を確保するよう工夫しま

した。 

 このホタル護岸による河川改修により、一の坂川は再び蛍の乱舞する河川として蘇りました。 

 

 また、大殿小学校では児童が河川清掃を行うほか、地元環境保全団体 

との共同で蛍の養殖やエサであるカワニナの採取を行うなどの保護活動 

を行っています。 

 このように一の坂川の蛍は地域住民に愛され、毎年蛍が乱舞する６月 

上旬の土曜日には「ほたる観賞Ｗｅｅｋ」が開催され、山口の初夏を代表 

する風物詩となっています。 

〈平成２９年度 市民ギャラリーの予定〉５・６月 

月日 時間 タイトル 主催者 

5/12 

～14 

10 時～17
時（最終日
のみ 16 時ま
で） 

やまぐちの四季絵画展 

ｐａｒt２ 

なのはな絵画クラ

ブ 

 

6/10 

～11 

９時～17 時 
（最終日の
み 16 時ま
で） 

ひろまり絵画教室展～

創造性豊かな山口のこ

どもたち～ 

ひろまり絵画教室 

 

特  集  ： 没後 50 年 山口生まれの実業家 鮎川義介の足跡 

企画展より。山口大学ポスターより 

 

明
治

43
年

30
歳
の
と
き
、
戸
畑
鋳
物
株
式
会
社(

現 

日
立
金
属)

を
設
立
。
何
度
か

経
営
の
つ
ま
づ
き
は
あ
り
な
が
ら
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
好
景
気
で
業
績
は
向
上

し
、
経
営
面
で
も
日
本
初
の
株
式
会
社
方
式
に
よ
る
日
産
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
を
発
足
さ
せ
、

三
井
・
三
菱
に
次
ぐ
財
閥
に
成
長
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。 

昭
和
８
年
に
は
、
最
初
の
純
国
産
車
を
作
っ
た
ダ
ッ
ト
サ
ン
自
動
車
製
造
株
式
会
社

を
傘
下
に
入
れ
、
横
浜
に
広
大
な
敷
地
を
買
い
、
日
産
自
動
車
株
式
会
社
を
設
立
し
ま

し
た
。
今
や
世
界
的
自
動
車
会
社
と
な
っ
た
日
産
の
始
ま
り
で
す
。 

 

 

鮎
川
義
介
は
昭
和

28
年
参
議
院
議

員
に
な
り
、
日
本
の
産
業
の
基
盤
を
支

え
る
中
小
企
業
の
支
援
・
助
成
を
政
治

の
側
か
ら
は
か
る
こ
と
に
専
念
し
ま

し
た
。 

機
知
に
富
み
、
自
分
は
損
を
し
て
も

弱
者
を
放
っ
て
お
け
な
い
志
の
貴
い

義
介
の
存
在
は
没
後

50
年
を
経
て
、

世
界
情
勢
が
不
安
定
な
今
日
に
一
筋

の
光
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。 

 

次
に
と
っ
た
戦
略
は
「
満
州
国
」
へ
の
進
出
で
し
た
。
国
家
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
む
と
い
う
男
の
ロ
マ
ン
と
既
成
財
閥
へ
の
対
抗
心
が
義
介
を
満
州
に
駆
り
立
て

ま
し
た
。
昭
和

12
年
満
州
重
工
業
開
発
㈱
を
設
立
、
世
界
的
規
模
の
重
化
学
工
業
地
帯

建
設
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
義
介
が
実
際
に
現
地
調
査
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
期
待
し
た
ほ
ど
の
資
源
が
な
い
と
い
う
現
実
を
つ
き
つ
け
ら
れ
、
ま
た
、
軍

部
が
絶
え
ず
経
営
に
介
入
し
、
義
介
の
構
想
は
崩
壊
し
ま
し
た
。
失
意
の
中
昭
和

17
年

総
裁
を
退
任
し
日
本
へ
帰
国
し
ま
し
た
。 

終
戦
後
、
義
介
は
戦
犯
容
疑
を
受
け
巣
鴨
拘
置
所
に
収
監
さ
れ
ま
し
た
。
義
介
は
そ

こ
を
「
巣
鴨
大
学
」
と
呼
ん
で
国
づ
く
り
を
考
え
る
期
間
と
位
置
づ
け
、
学
習
に
い
そ

し
み
ま
し
た
。
２
年
後
、
国
づ
く
り
の
課
題
を
「
道
路
」
「
水
力
」
「
中
小
企
業
」
の
３

つ
で
あ
る
と
結
論
づ
け
、「
道
路
計
画
調
査
会
」
の
立
ち
上
げ
や
、
㈱
中
小
企
業
助
成
会

の
設
立
な
ど
、
活
発
に
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。 

至
誠
天
日
を
貫
く
～
技
術
者
、
実
業
家
を
へ
て
政
治
家
へ 

晩年の鮎川義介 

 

アートも楽しめる 

菜香亭にさぁいこう！ 

【自分の創作活動発表の場を探している方へ】 

山口市在住、もしくは山口市でお仕事をされている方には、 

菜香亭会議室を利用料を免除して貸し出しています。 


